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ネールインド首相上野動物園 昭和32.10.8

昭和24年5月、 台東区の子供議会は、名古屋市東山動物園からゾウ
を一頭借りようと決議しましたが実現しませんでした。しかし、ゾウを
見たいという子供たちの願いはネール首相に届き、自分の娘の名前であ
る「 インディラ」 と命名し、日本へ贈りました。写真は、ネール首相が上
野動物園に来園し、贈ったゾウと再会した様子です。 撮影 髙相嘉男氏

※今回の写真は、中央図書館で閲覧できるほか中央図書館ホームペー
ジでも公開しています。ぜひご覧く ださい。
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嘉
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五
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い
つ
か
東
京
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

嘉
納
治
五
郎
は
、
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
年
）
、

神
戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
、

世
の
中
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
代
の
こ

と
で
す
。

治
五
郎
は
、
い
つ
も
母
か
ら
「
他
の
人
の
た
め

に
つ
く
す
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
」

と
の
教
え
を
受
け
て
育
ち
ま
し
た
。

十
七
歳
に
な
っ
た
治
五
郎
は
、
東
京
帝
国
大
学

（
現
在
の
東
京
大
学
）
に
入
り
、
政
治
、
経
済
、

教
育
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
念
願
だ
っ
た
柔
術

の
道
場
へ
入
門
し
ま
す
。「
相
手
を
攻
撃
す
る
た

め
に
強
く
な
る
の
で
は
な
く
、
相
手
と
と
も
に
技

も
心
も
高
め
合
っ
て
い
く
柔
術
の
道
と
し
て
、
多

く
の
人
た
ち
に
広
め
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
治

五
郎
は
、
こ
の
頃
か
ら
、
柔
術
を
、「
人
道
の
精
神
」

と
も
一
致
す
る
、「
柔
道
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

治
五
郎
は
教
育
者
の
道
に
進
む
と
と
も
に
、
台

東
区
下
谷
稲
荷
町
の
永
昌
寺
に
住
ま
い
と
道
場

を
構
え
、「
講
道
館
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
門
弟

を
集
め
「
精
力
善
用
」
と
「
自
他
共
栄
」
の
考
え
を

説
き
、
稽
古
を
積
み
ま
し
た
。

治
五
郎
に
は
、
さ
ら
に
大
き
な
こ
と
を
成
し
と

げ
る
運
命
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
参
加
に
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
な
ぜ
治
五
郎
の
目
は
、
世
界
へ
と
向
け
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
こ
ろ
世
界
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

国
々
が
交
流
す
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
国

際
大
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
創
始
者
が

イ
ギ
リ
ス
人
の
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
で
す
。「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
理
想
は
、
互
い
の
理
解
を
深
め
、
人
間

を
育
て
る
こ
と
。
大
切
な
の
は
勝
つ
こ
と
で
は
な

く
参
加
す
る
こ
と
。
」
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
そ
う
説

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
か
ら
、「
柔

道
の
嘉
納
」
と
し
て
世
界
中
に
知
れ
わ
た
っ
て
い

た
治
五
郎
へ
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
の
さ
そ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

「
西
洋
と
東
洋
と
手
を
取
り
合
い
世
界
平
和
の

た
め
に
つ
く
し
ま
し
ょ
う
」
「
外
国
の
人
と
接
す

る
と
、
日
本
の
人
々
も
変
わ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、

青
少
年
の
心
と
体
を
通
じ
合
わ
せ
る
大
き
な
力

と
な
る
。
」
治
五
郎
は
長
年
と
な
え
て
き
た
自
他

共
栄
の
精
神
と
一
致
す
る
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の
考
え

に
共
鳴
し
ま
す
。

一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）
五
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
行
わ
れ
た
第
五
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
、
日
本
は
初
め
て
選
手
団
を
送
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
ほ
こ
ら
し
げ
に
入
場
行
進
を
す

る
、
選
手
団
長
の
治
五
郎
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
を
何
回
も
重
ね
る
う
ち
に
、

治
五
郎
の
中
で
、
あ
る
思
い
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

「
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）
の
大
会
を
、
何
と

し
て
も
東
京
に
招
致
し
よ
う
。
」

治
五
郎
は
三
年
間
で
十
五
カ
国
を
回
り
、
ア
ジ

ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
さ
い
を
訴
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
欧
米
諸
国
に
は
、
ア
ジ
ア
の
小
さ
な
国
、

日
本
で
の
開
さ
い
に
疑
問
を
も
ち
、
根
強
い
反
対

が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
開
さ
い
地
を
決
め
る
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
の
総
会
で
、
治
五
郎
は
英
語
で
堂
々
と
歴

史
的
な
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
す
。

「
ア
ジ
ア
は
、
国
力
が
小
さ
い
国
が
多
く
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
選
手
を
送
り
込
む
こ
と
さ
え
困
難
で

す
。
し
か
し
、
日
本
で
開
さ
い
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア

の
国
々
は
参
加
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
欧

米
の
巨
大
な
国
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
で

行
っ
て
も
参
加
で
き
る
は
ず
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
欧
米
だ
け
の
も
の
で
は
り
ま
せ
ん
。
真
の
世

界
の
文
化
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
で
開
さ

い
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
」

六
回
に
わ
た
り
繰
り
返
し
会
議
を
重
ね
た
末
、

こ
の
演
説
が
決
め
手
と
な
り
、
つ
い
に
一
九
四
〇

年
（
昭
和
十
五
年
）
の
大
会
招
致
に
成
功
し
ま
す
。

治
五
郎
は
こ
う
語
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
か
か
げ
た
理
想
通
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
真
の
世
界
的
な
も
の
と
な
る
。
同

時
に
日
本
の
真
の
姿
を
世
界
に
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
二
重
の
意
味
で
愉
快
で
あ
る
。
」

し
か
し
当
時
、
日
本
は
戦
争
に
突
き
進
ん
で

い
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ひ
か
え
た

一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
年
）
、
治
五
郎
は
北
米

で
の
打
合
せ
を
終
え
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た

が
、
太
平
洋
上
で
体
調
を
崩
し
、
こ
の
世
を
去

り
ま
し
た
。

日
本
は
そ
の
二
ヶ
月
後
に
戦
争
を
理
由
に
開

さ
い
を
返
上
し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

幻
の
大
会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
後
、
治
五
郎
の
意
志
を
つ
ぎ
、
日
本
は
再

び
、「
復
興
と
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
、
日

本
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
さ
い
に
名
乗
り
を
上

げ
た
の
で
す
。

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）一
〇
月
一
〇
日
、

東
京
。
世
界
中
の
若
者
た
ち
が
集
ま
る
競
技
場

の
上
に
、
青
空
が
広
が
り
ま
し
た
。

戦
争
に
よ
っ
て
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
さ
い
が
決
定
し
、
つ
い
に
ア

ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
の
で
す
。

ア
ジ
ア
の
国
々
も
、
こ
ぞ
っ
て
東
京
大
会
に
参
加

し
、
治
五
郎
の
願
い

が
か
な
い
ま
し
た
。

治

五
郎
が

な
く

な
っ
て
か
ら
、
二
十

五
年
が
た
っ
て
い
ま

し
た
。

お
問
合
せ
先
：
教
育
支
援
館
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子
供
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せ
た
い
、

こ
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話
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こ

こ
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高

く

そ
の
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嘉
納
治
五
郎
「
嘉
納
治
五
郎

私
の
生
涯
と
柔
道
」

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

平
成
八
年

高
野
正
巳
「
近
代
日
本
五
輪
の
父

嘉
納
治
五
郎
」

講
談
社

火
の
鳥
伝
記
文
庫

平
成
八
年

※
出
典
を
参
考
文
献
と
し
て
文
章
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
４

６
年
生
用
こ
こ
ろ
ざ
し
教
育
副
読
本
に
掲
載

◆中央図書館の催し物 ◆

郷土・ 資料調査室 企画展

「 台東区の縁日

―朝顔市・ 酉の市・ 歳の市―」
台東区には朝顔市、植木市、ほおずき市、酉の市、歳の市など、

今に伝わる縁日がたく さんあります。本企画展では、浮世絵や和本、

髙相コレクショ ンから、季節感あふれる年中行事を紹介します。

期 間： 9月21日（ 金曜日）～ 12月16日（ 日曜日）

●企画展に関連して、 イベント も開催いたします。

●トーク・ イベント「 台東区の縁日」

タイト ル：「 植木を商う縁日の歴史」

「 ブックト ーク・ テーマ 縁日」

日 時：  11月25日（ 日曜日） 午後2時～4時

 12月18日（ 火曜日） 午後2時～4時

会 場： 台東区生涯学習センター

   504教育研修室

定 員： 先着50名

申 込： 不要

参 加 費： 無料

●専門員によるギャラリー・ ト ーク

内 容： 展示品の見どころを

直接展示会場で解説。

日 時：  10月7日（ 日曜日）

午後4時15分～4時45分

会 場： 台東区立中央図書館

   2階郷土・ 資料調査室

定 員： 先着20名

申 込： 事前に直接来館の上申込み。

または、電話での申込み。

参 加 費： 無料

中央図書館では、企画展を開催しています。ぜひ期間中に図書館に足をお運びく ださい。

場 所： 台東区立中央図書館（ 台東区西浅草3－25－16）　２階 郷土・ 資料調査室内 ゆかりの文学コーナー

開館時間： 月～土曜日 午前9時～午後8時 日曜日・ 祝日 午前9時～午後5時

休 館 日： 毎月第3木曜日

お問合せ先： 中央図書館郷土担当 5246－5911

郷土・ 資料調査室 企画展 「 日記が語る台東区5 『 藤岡屋日記』 の世界」
　「 日記が語る台東区」 シリーズその５ として『 藤岡屋日記』 をとりあげます。

『 藤岡屋日記』 は、神田御成道の本屋、須藤由蔵（ 藤岡屋由蔵） による広範な情報を集めた史料です。日記といっても現代の日記と

は違い、噂話やビラなどさまざまなメディ アから引用してきたその内容は、幕末の江戸の世相を詳細に映し出しています。

本企画展では、日記から台東区の地域情報に注目し、特に安政2年（ 1855年） に起きた安政大地震など、幕末期における大小さま

ざまな事件を紹介します。

期 間：  6月22日（ 金曜日） ～ 9月16日（ 日曜日）

●専門員によるギャラリー・ ト ーク

内 容： 展示品の見どころを直接展示会場で解説。

日 時： 8月12日（ 日曜日） 午後4時15分～5時

会 場： 台東区立中央図書館 2階郷土・ 資料調査室

定 員： 先着20名

申 込： 事前に直接来館の上申込み。または、電話での申込み。

参 加 費： 無料

●企画展に関連して、 専門員によるイベント も開催いたします。

●専門員によるスライド ・ ト ーク

内 容： 展示品の見どころをスライドで解説。

日 時：  9月13日（ 木曜日） 午後6時～7時

会 場： 台東区生涯学習センター 504教育研修室

定 員： 先着50名

申 込： 不要

参 加 費： 無料


